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１ 学 年 第６学年〔中期〕 

２ 主題名 家族のために 〔４－（５）〕 

３ ねらい 

    自分の仕事だけでなく，他の仕事も手伝おうとした「まこと」の気持ちを考えることを通し

て，家庭での自分の役割を自覚し，家族のために積極的に役に立とうとする心情を育てる。 

４ 資料名 「ぼくの仕事」 

５ 展 開 

 学習活動と主な発問 児童の反応 指導上の留意点 

導 

入 

１ 家でやっている自分の
仕事を紹介する。 

・ 洗濯物たたみ 

・ 風呂掃除 
○ 仕事の内容程度にと
どめ，頑張っているこ 
とを認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

  

 

 

開 

２ 資料「ぼくの仕事」を 
読んで話し合う。 

○  母さんから洗濯物を取 

り込むように言われたと
き，「まこと」はどんな  
気持ちだったでしょう。 

 
 
・ 少しぐらい休んだっていいじゃ  
ないか。 

・ うるさいなあ。 

・ 分かってるよ。 

・ 母さんがすればいい。 

 
 
○ 自分のことだけを考
えていることを押さえ，
母の行動と比較させる。 

 

○ 父さんが，母さんの気
持ちを「まこと」に話し
たのはなぜでしょう。 

 

・ お母さんの気持ちを伝えたかっ  
たから。 

・ 「まこと」にお母さんの思いを  
感じてほしかったから。 

 

○ 「まこと」に話をし 
ているお父さんは家族
に対してどんな思いを
持っているのか，立場 
を変えて考えさせる。 

○ 母さんが「まこと」の 

知らない間にボタンを付
けてくれていたことを知
ったとき，どんな気持ち
になったでしょう。 

・ 母さんありがとう。 
・ ぼくのためにしてくれていたん 
だね。 

・ もっと上手にアイロンがけがで 
きるようになるよ。 

○ なぜ，お母さんは， 
こっそりとボタンを付 
けてくれていたのかも
考えさせ，お母さんの 

家族に対する思いを感
じ取らせる。 

◎「まこと」が「洗濯物の
片付けが終わったら手伝
うよ」と言ったのはなぜ
だろう。 

 

 

・ 母さんは，本当はぼくのことを  
考えてくれているから。 

・ ぼくも家族のためにもっと役立  
つことがしたいと思ったから。 

・ たくさんのことをしている母さ 
んを少しでも楽にしてあげたい。 

○ ワークシートに記入
させることにより，自 
分の考えを整理させる。 

 
 

３ 生活を振り返って考え
る。 

○ 自分の仕事をやってみ
て感じたことを発表しま
しょう。 

 
 
・ 毎日やっているお母さんは大変 
だなあと思った。 

・ 家族の役に立ててうれしかった。 
・ また，やってあげたいなあと思 
った。 

○ 家庭科の授業との関
連を図り，それぞれ体 
験を出し合えるように 
しておく。 

終

末 

４ 教師の説話を聞く。 ・ 家族ってあったかいなあ。深い 
絆で結ばれているんだなあ。 

○ 家族愛に関わるエピ
ソードを話す。 

ぼ く の 仕 事 

－家族のためにできること－ 



６ 授業の概要 

 (1) 主題について 

   家庭は，人格形成の基盤である。今日の家庭においては，少子化，核家族化が進み，生活

のスタイルの変化に伴い，家庭の教育力も価値観とともに多様化している。 

この発達の段階においては，一層積極的に家庭生活にかかわることが求められる。家族の

中での自分の立場や役割を知ることから，その一員として積極的に役に立とうとする精神が

芽生え，家族のために役に立つ喜びが実感できるようになる。 

小学校高学年になると，家庭科の授業の中で自分と家庭生活の関わりについて実践的な学

習を行うようになる。このことと道徳の時間の密接な関連を図りながら，家族が相互に信頼

関係と深い絆で結ばれていることを実感させ，家族の一員として役立とうとする態度を育て

ていきたい。 

 

 (2) 自作資料活用のポイント 

ア 他教科等との関連 

  児童が実感を伴って学習に参加できるよう，家庭科の学習内容である，衣食住や家族の

生活などに関する実践的・体験的な活動を行った後に活用することが望ましい。本資料は，

家庭科の題材である「できるようになったかな家庭の仕事」をきっかけに展開していく。

そのため，５年生でその題材を行う時期に合わせて活用することも可能である。しかし，

文中には，自分の役割として継続して取り組む主人公の姿が描かれているため，内容にこ

だわらず，いろいろな題材と関連させて取り組むとよい。  

イ 中心場面の取扱いの工夫 

  高学年の〔４－（５）〕には「家族の幸せを求めて，進んで役に立つことをする」，中

学校の〔４－（６）〕には「家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築く」

とある。したがって，単なる家族への感謝の気持ちだけではなく，自分も家族のために役

に立とうとする気持ちについて話し合わせるように留意したい。   

 

 (3) 指導過程の工夫 

ア  導入及び展開後段の工夫 

  家庭科の学習と関連付けられる資料であるため，導入と展開後段で家庭での実践を踏ま

えて発言させたい。それにより，資料の主人公と自分とを重ね合わせながら考えさせたい。 

イ ワークシート活用の工夫 

  ワークシートに書かせることにより，自分の考えをしっかりと持たせたい。その後，ペ

アトークをしたり，話合いをさせたりすることで，価値に対する自覚を深めさせたい。さ

らに発表する際に，「まこと」役を児童，「お母さん」役を指導者になって，役割演技さ

せる中で，家族が自分のことを考えてくれているということにも気付かせることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

（横路小学校 木村 智子） 

執筆者より 

 家庭生活の中で，家族にしてもらっていることが，当たり前だと感じる子どもが増え

てきている。子どもたちがこの資料を通して，当たり前を当たり前と思わず，家族に感

謝し，家族の一員として自分も役に立とうとする気持ちが生まれることを願っている。 


